
 1

【令和４年９月度番組審議会 議事録】 
 
 
１．開催年月日  令和４年９月３０日（金） １５時００分～１６時００分 
 
２．開催 場所    八尾市立社会福祉会館 ２階 会議室２ 
 
３．委員の出席 

番組審議委員総数           ７名 
出席委員数              ６名 
欠席委員数              １名 

放送事業者         取 締 役  藤山 純一 

              局  長  鈴木 昌宏  

総  務  村田 季世子 

 八尾市広報・公民連携課   課  長   北村 知美 

             

４．議 題    案件    「一笑百福ラジオ」 

             

５．番組概要  放 送 日：２０２２年７月１６日（土）１４：００ ～ １６：００ 

 

     番組について  

       放送形態 

       公開生放送番組（放送日：７月９日・１６日／８月６日・２０日／９月３日・１７日） 

       業務部（編成）より  

       八尾市亀井地区出身の落語家 笑福亭笑助氏を起用し、OBC などで人気アナウンサーの 

       森川由香（昭和プロ）をお相手に番組を進めるトークバラエティ。週末のアリオ八尾に 

       お越しのお客様にも PR 出来る様、アリスタから公開生放送のスタイルを構築しています。 

 

       〇特色 

       変則の月２回放送。この番組は笑助氏ご自身でスポンサーを獲得され、持ち込まれた 

       企画。番組の位置づけの為、予算と関係者の希望を編成に反映させた結果、月２回の 

       放送となっています。番組では毎回「お米」のリスナープレゼントもあり（スポンサー 

       提供）、ちゃおでは特色のある番組構成となっています。 

       〇今後の展開 

       八尾市出身の落語家（今年落語家生活２５周年）ということで、FM ちゃおとしても継続 

       して応援したいタレントさんです。吉本興業所属（上方落語協会にも所属）ということ 

       で、費用もかかることが予想されますが、引き続き番組再開を模索したいと考えていま 

       す。 

 
６．審議委員からの意見 
 
   委員： ・テンポがよく、聞きやすい。気楽に聞ける番組だと思う。あまり心に残るものはなかった。 

       ・スポンサーのコマーシャルをあっさり嫌味なく取り入れている。 



 2

            ・テーマの「祭りの思い出」では八尾の住人ということで河内音頭など懐かしい話があり 

              非常によかった。 

         ・森川さんの受け答え、笑助さんの焼き物の話もよかった。 

      ・鉄砲光三郎くらいは知っていて欲しかった。 

      ・八尾出身を売りにするなら、もう少し詳しく勉強しておいたほうがよい。 

      ・河内の方言の話は身近な話題でよかった。 

   委員： ・２時間が長く感じた。 

      ・一番大事なスポンサーの事業内容の紹介がきっちりできていない。 

      ・「なんやったかな」が多く、ラジオで言うべきことではないと思った。 

      ・陶芸や森川さんの服の色についてはイメージができなかった。テレビで話すのと違って、 

        ラジオで話す時はもう少し考えて話してほしい。 

      ・菊水丸さんに関しては、自分の言葉で話していてよく分かった。 

            ・笑助さんも森川さんも声のトーンがいいのに完全に準備不足で、もったいない。 

            ・八尾のトピックスなどを取り入れていったらいいと思った。 

      ・内容は全然心に残っていない。 

     委員： ・音質は問題なくバランスも非常に良い。 

            ・印象に残らないとのことだが解説はうまくされていたと思う。 

      ・二人の息もぴったりで安心感があって、民放のラジオ番組と遜色ない。 

            ・リスナーとのコミュニケーションで展開していく構成で良いと思う。 

            ・オープニングに河内音頭、ジングルも音頭で、地域色で統一されていると感じた。 

            ・八尾だけでなく全国を意識した番組だと感じた。 

      ・トーク中心の番組だがリクエストも入っていていい。 

            ・何かしながら BGＭとして聞いていても邪魔にならない。 

      ・ 菊水丸さんのことはしっかり喋っていたが美好家肇師匠の名前が出てこなかったのは残念。 

            ・河内弁は参考になった。八尾から全国へ展開していく可能性はあると思う。 

     委員： ・内職しながら聞くのにいい番組。構成がいい。 

            ・テンポもよく聞きやすくリスナーとの双方向の番組の芯ができている。 

      ・生放送で臨場感がある。 

      ・固有名詞がでてこないのが致命的、「あれ、これ、なんや」が終始続いていた。 

      ・八尾出身の方でちゃおも押しているなら、この人を起用して八尾を盛り上げていくのは 

       ありだと思う。ただフォローを入れてくれる森川さんもセットで。 

            ・番組の事前準備が足りていないと感じた。 

     委員： ・森川さんが笑助さんの話しをうまく受け止めていて流れもスムーズでよかった。 

      ・市の広報でもなく、啓蒙・社会性があるものでもないので気楽に聞けた。 

       ・今後は落語家さんとしても頑張ってほしい。 

     委員： ・この２時間をすごく短いと感じた。 

            ・トークバラエティーという位置づけからすると、教育番組でも広報番組でもなく聞く方が 

       気楽に聞いて、２時間楽しく過ごせたらいいのかなと思った。 

      ・河内音頭から始まったオープニングのトークの入り方が陽気な雰囲気にあっていた。 

      ・二人の掛け合いが抜群。 
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      ・トークメッセージを紹介する際、いつも同じリスナーからのメッセージについては、 

       読む方がその人のことを知っていて、知り合いの会話になってしまうことがあるが、 

       それで終わらさずさらに話を展開させていくところがよかった。 

      ・２時間このことを話そうという予定調和でなく、二人の語彙力の多さ、知識・情報量 

              の多さがすごく感じられた。リスナーに対しての答えを広げていくのがうまく感心した。 

            ・お米をプレゼントしていることを、「この番組は公開生放送していて、ちゃおに来られた 

        らお米もらえますよ」というのをその都度丁寧に説明してあげたほうがいいと思う。 

      ・八尾出身の落語家さんをちゃおでも応援し、今後も番組があるなら、番組最後の１０分～ 

        １５分でこの方の持ちネタの落語の導入部分をちょっと語ってもらい、続きは寄席でとい 

        う風にすればリスナーは続きを聞きたいと思い寄席に足を運んでくれるのではないかと 

        思う。そこで新たなファン層を広げることにつながればよいと思った。 

  北村課長：・リクエストが地方の方からなのでサイマルを聞いていると思う。 

      ・笑助さんは八尾市のことを発信してくれる強い味方。 

      ・この番組を通じて、ちゃおというコミュニティ放送を全国へと広げていくことができるの 

       ではないかと思った。 

 

本日お聞かせいただいたご意見を受け止め、今後もより良い番組作りに努めて参ります。 

 
 ７．公表方法 
     今回開催された番組審議会内容は、公式ＨＰ掲載をはじめ、自社放送内広報および 

     本社事務所へ閲覧用ファイルを設置いたします。 


